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上
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あ
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指
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し
た
も
の
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あ
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あ
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一
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所
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か
に
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ら
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な
い
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二
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一
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に
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に
関
す
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委
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第
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開
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。
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は
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語
や
軽
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的
と
思

わ
れ
る
連
邦
政
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所
有
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地
の
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や
地
理
的
特
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し
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に
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適
切
な
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名
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案
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と
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る
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う
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た
動
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が

加
速
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る
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に
は
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務
長
官
の

強
い
リ
ー
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ー
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が
あ
る
が
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何

と
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権
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る
現
在
の
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ラ
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閣
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と
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は
二
人
目
の
先
住
民
で
あ
る
。

バ
イ
デ
ン
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権
下
で
は
多
様
性
を
重
視

し
た
人
材
配
置
を
心
が
け
て
お
り
、
ま

さ
に
こ
の
配
置
が
ハ
マ
っ
た
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
ア
メ
リ
ヵ
で

は
既
に
い
く
つ
か
の
公
園
内
の
名
称
変

更
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
多
く
の
場
所
の

見
直
し
が
続
い
て
い
る
。

】

■
・

初
の
理
想
的
な
公
園
モ
デ
ル
と
し
て
各

国
が
そ
の
導
入
を
目
指
し
て
き
た
。
し

か
し
、
狭

い
国
上
に
多
く
の
人
口
を
有

す
る
日
本
で
は
ア
メ
リ
カ
型
の
国
立
公

園
を
設
立
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
の
判

断
か
ら
、
地
域
制
を
採
用
し
、
地
元
住

民
と
の
共
生
を
模
索
し
な
が
ら
国
立
公

園
の
管
理
を
行

っ
て
き
た
。
現
在
起
こ

っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
名
称
変
更
の
裏

側
に
あ
る
負

の
歴
史
を
み
て
い
る
と
、

地
域
制
の
公
園
制
度
を
採
用
し
た
日
本

で
、
何
と
か
保
護
と
利
用
の
両
立
を
目

指
そ
う
と
苦
労
し
て
き
た
日
本
の
公
園

管
理
者
に
拍
手
を
送
り
た
く
な
る
。
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て
、　
一
九
九
八
年
江
戸
川
大
学
教
授
。

二
〇

一
七
年
か
ら
江
戸
川
大
学
国
立
公
園
研

究
所
客
員
教
授
。
環
境
政
治
学
専
攻
。

「言
葉
は
記
念
碑
で
あ
る
」

（く
く
ｏ

αヽ
い
ｏ
『
ｏ

ン
コ
ｏ
う
Ｃ
“３
ｏ
つ
″
い
）

翌
年

の
二
〇
二

一
年
七
月
に
は

エ

ド

・
マ
ー
キ
ー
、
エ
リ
ザ
ベ
ス

・
ウ
ォ

ー
レ
ン
民
主
党
上
院
議
員
並
び
に
ア

ル

・
グ
リ
ー
ン
下
院
議
員
等
に
よ
っ
て

「
地
名
調
整
法
」
が
再
提
出
さ
れ
た
。

続

い
て
二
〇
三
二
年
四
月
に
は
ボ

ニ

ー

・
Ｍ
マ
ッ
ギ
ー
ル
等
自
然
保
護
研
究

者
六
人
に
よ
る

「言
葉
は
記
念
碑
で
あ

る
」
と

い
う

論
文

が

『
人
と
自

然

（「
８
」
ｏ
”巳

Ｚ
”
言
お
）』
ジ

ャ
ー
ナ

ル
に
発
表
さ
れ
、
ア
メ
リ
ヵ
国
立
公
園

内
の
地
名
の
多
く
に
自
人
至
上
主
義
を

含
む
入
植
者
の
植
民
地
時
代
の
神
話
を

永
続
さ
せ
る
名
称
が
多
く
み
ら
れ
た
こ

と
を
報
告
し
た
。
彼
ら
は
ア
メ
リ
カ
の

国
立
公
園
六
二
カ
所
の
う
ち
代
表
的
な

国
立
公
園

一
六
カ
所
を
選
び
、
そ
の
中

の
二
、
二
四

一
カ
所
以
上
の
地
名
の
由

来
を
調
べ
、
す
べ
て
の
国
立
公
園
に
人

種
差
別
主
義
、
反
先
住
民
思
想
を
も
つ

人
々
、
或
い
は
先
住
民
の
大
量
虐
殺
や

抑
圧
を
し
て
き
た
人
々
に
ち
な
ん
で
つ

け
ら
れ
た
場
所
や
施
設
が
少
な
く
と
も

イエロース トーン国立公国内でも地名の見直 しが行

われている             写真提供 :油井正昭

地
名
調
査
に
関
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　

，
≫
，
二

諮
問
委
員
会
の
会
議
開
催
　
　
　
　
　
　
ま
ｔ
ｔ
に

ち
な
み
に
ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園
を
　
　
　
ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園
制
度
は
世
界

第 7代 大統=員「
~

も人種差別
「

'':曇
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